
時間 15時間
単位 1単位

５．地域・在宅看護の対象

100点

60

0

＜評価方法＞
筆記試験　15時間のうち1時間を試験にあてる

0

＜配点＞

３.　地域・在宅看護実習Ⅰにむけて、実習対象についてグループワーク

　　①身近にいる高齢者の暮らしについて

0

４．地域・在宅看護実習Ⅰでの学びを想起しながら、地域・在宅看護の対象理解と

　　地域包括ケアシステムについて復習する

・地域に暮らす対象者の理解と看護

0

0

0

0

＜教科書・参考書＞

医学書院　系統看護学講座　専門分野　地域・在宅看護論１　地域・在宅看護の基盤

・地域・在宅看護の対象者

・家族の理解

　　②老人デイサービスセンターに通う理由と、その利点について考える。

　　③老人福祉センターに通う理由と、その利点について考える。

・暮らしと地域

＜授業のねらい＞

　身近に存在するさまざまな人への関心をもち、暮らしの基盤としての地域を理解する。

＜講義内容＞

1.　人々の暮らしと地域・在宅看護

　・人々の暮らしの離解

　・地域・在宅看護の役割

２.　暮らしの基盤としての地域の離解

・暮らしと地域を理解するための考え方

・地域包括ケアシステムと地域共生社会

講  義  概  要
科目名 地域・在宅看護概論Ⅰ １学年

担当講師 田口　彩華（看護実務経験11年）


